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緑
を
育
て
、
守
る
、

 

林
野
労
組

　

す
で
に
あ
の

耳
障
り
な
セ
ミ

の
大
合
唱
が
始

ま
っ
た
。
ム
シ

ム
シ
し
た
暑
い

夏
が
す
ぐ
そ
こ

に
近
づ
い
て
い

る
。
▼
ま
だ
終

わ
り
そ
う
に
な
い
ジ
メ
ジ
メ
し
た

梅
雨
の
真
っ
只
中
、
湿
気
は
嫌
だ

が
雨
の
匂
い
が
好
き
と
い
う
人
も

中
に
は
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
降
り
始
め
の
雨
の
匂
い
は

「
ペ
ト
リ
コ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
、

ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
石
の
エ
ッ
セ
ン

ス
」
を
意
味
す
る
。
特
定
の
植
物

か
ら
発
生
す
る
油
が
、
土
や
石
に

付
着
し
て
お
り
、
雨
に
当
た
っ
た

瞬
間
に
粒
子
と
な
っ
て
舞
い
上
が

る
こ
と
で
独
特
の
匂
い
が
す
る
の

だ
そ
う
▼
楽
し
む
く
ら
い
の
少
々

の
雨
な
ら
い
い
が
、
降
り
す
ぎ
る

と
警
戒
が
必
要
だ
。
熊
本
県
南
を

中
心
に
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た

熊
本
豪
雨
か
ら
３
年
。
近
年
、
こ

の
時
期
の
集
中
豪
雨
が
増
え
、
各

地
に
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
て

い
る
▼
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
災
害
。「
自
分
は
大

丈
夫
」「
う
ち
の
家
は
大
丈
夫
」

で
な
く
、
日
頃
か
ら
自
分
事
と
し

て
備
え
る
習
慣
を
つ
け
た
い
。

 

（
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
）

年輪

　

第
１
日
目
は
林
野
会
館
に
お
い
て

結
団
式
が
行
わ
れ
、
冒
頭
、
中
村
森

林
労
連
中
央
執
行
委
員
長
よ
り
、

「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
に
基
づ
く

具
体
的
施
策
の
推
進
に
向
け
、
中
央

で
は
政
党
及
び
関
係
団
体
等
へ
の
要

請
行
動
や
、
林
野
庁
並
び
に
厚
生
労

働
省
交
渉
等
へ
の
取
組
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
。
地
方
に
お
い
て
も
、
地

方
自
治
体
、
林
活
地
方
議
連
等
へ
の

取
組
強
化
に
加
え
、
取
り
巻
く
課
題

に
対
し
て
、
森
林
労
連
と
し
て
声
を

上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
挨
拶
。

　

ま
た
、
逢
坂
誠
二
衆
議
院
議
員

（
立
憲
民
主
党
）、
福
島
み
ず
ほ
参
議

院
議
員
（
社
会
民
主
党
）
の
挨
拶
を

受
け
、
鳴
川
森
林
労
連
書
記
長
よ
り
、

情
勢
と
課
題
の
提
起
が
あ
り
、
翌
日

の
交
渉
に
向
け
意
思
統
一
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

　

２
日
目
、
衆
議
院
第
２
議
員
会
館

に
お
い
て
、
厚
生
労
働
省
・
林
野
庁

に
対
し
要
請
書
を
手
交
し
、
交
渉
へ

ス
ラ
イ
ド
。

　

厚
生
労
働
省
に
対
し
て
は
、「
林

業
に
お
け
る
労
働
行
政
」、「
労
働
安

全
衛
生
対
策
」、「
振
動
障
害
防
止
対

策
、
振
動
病
対
策
」

ま
た
、
林
野
庁
に
対

し
て
は
、「
森
林
・

林
業
基
本
計
画
及
び

森
林
吸
収
源
対
策
推

進
に
係
る
予
算
確

保
」、「
森
林
環
境
譲

与
税
の
譲
与
基
準
の

見
直
し
」、「
再
造
林

課
題
と
し
て
苗
木
の

安
定
供
給
体
制
の
確

立
、
地
拵
え
単
価
の

見
直
し
」
等
に
つ
い
て
、
全
国
よ
り

要
求
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
州
直
加
盟
（
大
口
素
生

協
労
働
組
合
：
堀
之
内
氏
）
か
ら
も
、

現
場
実
態
を
交
え
な
が
ら
、
一
貫
作

業
に
お
け
る
地
拵
工
程
の
導
入
を
求

め
ま
し
た
。

　

厚
労
省
・
林
野
庁
か
ら
は
、「
林

業
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、

労
確
法
の
基
本
方
針
に
お
い
て
重
要

だ
と
認
識
し
て
い
る
」、「
確
実
な
再

造
林
の
た
め
、
苗
木
の
確
保
は
最
も

重
要
。
情
報
収
集
及
び
種
苗
組
合
等

の
育
成
等
に
努
め
る
」、「
I
C
T

を
活
用
し
た
獣
害
対
策
を
検
討
し
て

参
り
た
い
」
な
ど
考
え
方
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
解
団
式
を
行
い
、
全
日

程
を
終
了
し
ま
し
た
。

あいさつする福島参議院議員

作業工程の導入を（九州・堀之内）

当
面
の
行
動

７
月
８
日　

共
済
理
事
会

７
月
18
日　

執
行
委
員
会

７
月
21
日　

分
会
代
表
者
会
議
、
第

19
回
地
本
定
期
大
会

（
玉
名
市
〜
22
日
）

７
月
22
日　

第
18
回
青
年
女
性
委
員

会
委
員
長
会
議
（
熊

本
市
〜
23
日
）

７
月
26
日　

執
行
委
員
会

７
月
28
日　

全
国
共
済
理
事
会
、
全

国
代
表
者
会
議
、
林

野
会
館
評
議
員
会
（
東

京
都
）

７
月
29
日　

第
19
回
定
期
全
国
大
会

（
東
京
都
）

７
月
30
日　

森
林
労
連
共
済
総
代
会
、

第
34
回
森
林
労
連
全

国
大
会
（
東
京
都
）

労働安全確立、林業労働力の確保など求める
～2023森林労連中央行動～

　

６
月
11
日
〜
12
日
、
2
0
2
3
森
林
労
連
中
央
行

動
が
東
京
都
：
林
野
会
館
外
で
開
催
さ
れ
、
地
方
か

ら
47
名
が
参
加
、
九
州
森
林
労
連
か
ら
11
名
（
直
加

盟
労
組
1
名
、
全
山
労
8
名
、
林
野
労
組
2
名
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

の匠匠 ワン
シトョッシシシトョッ

たくみたくみ

「ミンナ ココ ニクル
～道の駅都城リニューアル～」

（撮影者　斎藤哲哉：都城分会）

「匠の一言」　
　都城にお越しの際はココ ニクル？

　

分
会
で
開
催
し
た
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
や
会
議
、
地

域
の
集
会
等
の
記
事
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
教
宣

担
当
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

E-m
ail　

sinrin14-utano@
sage.ocn.ne.jp

 

（
教
宣
担
当
）

記
事
を
募
集
し
て
い
ま
す
‼

【
諌
山
通
信
員
：
鹿
児
島
分
会
】

　

6
月
17
日
姶
良
市
蒲
生
町
に
お

い
て
、
食
と
み
ど
り
水
を
守
る
鹿

児
島
県
民
の
会
主
催
に
よ
る
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
支
援
米
の
田
植
え

が
開
催
さ
れ
総
勢
約
30
名
、
鹿
児

島
分
会
か
ら
は
、
西
上
、
牧
島
、

諌
山
、
鳥
居
の
若
手
精
鋭
４
名
と

大
人
1
名
、
子
供
３
名
の
計
８
名

で
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
と
き
よ
り
小
雨
も
ぱ

ら
つ
く
絶
好
の
田
植
え
日
和
に
恵

ま
れ
、
冒
頭
主
催
者
を
代
表
し
、

全
農
林
問
屋
委
員
長
よ
り
「
昨
年

は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
稲
刈
り
の
み

の
作
業
で
あ
り
ま
し
た
が
今
年
は
、

コ
ロ
ナ
の
５
類
移
行
に
よ
り
４
年

ぶ
り
の
田
植
え
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
た
く
さ
ん
の
お
米
が
マ
リ

共
和
国
へ
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

西
上
、
牧
島
の
二
人
は
、
初
め

て
の
田
植
え
体
験
と
言
う
事
で
前

日
か
ら
興
奮
気
味
で
鼻
息
も
荒
く
、

現
地
に
着
く
と
共
に
参
加
し
た
子

供
達
と
田
植
え
開
始
前
か
ら
あ
ぜ

道
、
水
路
な
ど
を
散
策
し
泥
遊
び
、

虫
探
し
に
興
じ
開
始
前
か
ら
普
段

感
じ
る
こ
と
の
出
来
な
い
自
然
と

一
心
不
乱
に
戯
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
田
植
え
が
始
ま
る
と
若
手

４
人
は
列
の
中
央
を
陣
取
り
足
下

が
悪
い
中
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し

た
が
、
持
ち
前
の
若
さ
と
や
る
気

で
徐
々
に
要
領
を
つ
か
み
、
泥
ま

み
れ
に
な
る
こ
と
な
く
無
事
に
作

業
を
終
了
し
ま
し
た
。
秋
に
は
、

稲
刈
り
も
予
定
さ
れ
て
お
り
参
加

者
一
同
稲
刈
り
で
の
再
会
を
誓
い

無
事
に
作
業
を
終
了
し
ま
し
た
。みんなで頑張りました！

食
と
み
ど
り
水
を
守
る
鹿
児
島
県
民
の
会

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
支
援
米
田
植
え

た
く
さ
ん
の
お
米
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
思
い
を
込
め
て

林野庁へ要請書を手交する中村森林労連
中央執行委員長
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「虫取り王に俺はなる‼」
石川　大智さん（西都児湯分会）

　

４
月
に
転
勤
し
て
き
た
西
都
児

湯
分
会
の
「
フ
ァ
ー
ブ
ル
」
石
川

大
智
君
を
紹
介
し
ま
す
。

　

石
川
君
は
、
平
成
９
年
生
ま
れ

の
26
歳
で
出
身
は
新
潟
県
で
す
。

日
頃
か
ら
明
る
く
元
気
で
何
事
に

も
物
怖
じ
せ
ず
、
仕
事
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

前
署
の
福
岡
署
で
は
、
森
林
育

成
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
が
、

西
都
児
湯
署
で
は
、
土
木
の
係
員

と
し
て
直
属
の
上
司
の
右
腕
と
な

り
テ
キ
パ
キ
と
仕
事
を
こ
な
し
て

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
石
川
君

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

は
、
趣
味
に
特
化

し
て
お
り
、
休
日

に
な
る
と
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
採
取
に
野

山
を
駆
け
回
り
、

「
日
本
に
い
る
全

種
類
を
捕
ま
え
た

い
」
と
仕
事
を
し

て
い
る
時
に
は
見

せ
な
い
少
年
の
よ

う
な
笑
顔
で
野
望

を
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
捕
ま
え
た
カ
ミ
キ
リ
ム

シ
は
、
大
事
に
標
本
に
し
て
い
て
、

保
管
場
所
が
生
活
ス
ペ
ー
ス
を
占

領
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
へ
の
情
熱
か
ら

大
隅
方
面
へ
足
を
運
ん
だ
り
、
休

暇
を
利
用
し
沖
縄
へ
ひ
と
っ
飛
び

し
、
昼
間
は
虫
取
り
網
で
、
夜
は

ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
採
取
に
明
け
暮

れ
、
時
に
は
車
中
泊
も
あ
る
よ
う

で
す
。（
筆
者
は
ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ

プ
に
弱
い
で
す
）

　

何
に
で
も
前
向
き
に
取
り
組
む

姿
勢
や
、
話
し
か
け
や
す
い
穏
や

か
な
性
格
で
上
司
や
同
僚
か
ら
親

し
ま
れ
て
い
る
石
川
君
。
今
後
も

職
場
の
中
心
人
物
と
し
て
組
合
や

業
務
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

（
木
﨑
通
信
員
：
西
都
児
湯
分
会
）

どこまでも飛び回ります‼

松
本
慎
剛
（局）

　

近
年
、
森
林
の
公
益
的
機
能
を
十

分
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
や
林
業
の
成

長
産
業
化
、
林
地
保
全
の
対
策
な
ど
、

国
の
政
策
に
対
す
る
国
有
林
と
し
て

　

国
有
林
野
事
業
は
一
般
会
計
に
移

行
し
11
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

間
、
私
た
ち
の
職
場
で
は
、
要
員
不

【
地
本
青
年
女
性
委
員
会
】

　

２
０
２
３
年
６
月
10
日
、
熊
本
県

人
吉
市
（
人
吉
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
）

に
お
い
て
６
年
ぶ
り
と
な
る

「
２
０
２
３
九
州
地
本
女
性
集
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
子
供
同
伴
で
の

参
加
可
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
総
勢

40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
平
生
地
本
青
年
女
性
委
員

長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
来

賓
の
古
村
地
本
副
委
員
長
よ
り
激
励

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
体
験
学
習
で
は
「
た
た
ら

作
り
」
で
コ
ッ
プ
を
作
製
し
ま
し
た
。

女
性
の
参
加
者
は
各
テ
ー
ブ
ル
に
分

か
れ
、
歓
談
を
し
な
が
ら
粘
土
で

コ
ッ
プ
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思

い
に
丁
寧
に
飾
り
付
け
を
行
い
ま
し

た
。
お
子
さ
ん
も
一
緒
に
作
製
し
、

と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
焼
き
上

が
り
ま
で
に
約
２
か
月
か
か
る
よ
う

な
の
で
完
成
品
が
手
元
に
届
く
ま
で

楽
し
み
に
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
は
分
散
会
を
行
い
、
分
会

間
で
お
互
い
の
各
職
場
や
子
育
て
に

関
す
る
日
々
の
生
活
の
中
に
お
け
る

女
性
特
有
の
悩
み
や
不
安
の
実
態
を

共
有
し
ま
し
た
。「
看
護
休
暇
の
緩

和
・
拡
充
」「
結
婚
後
に
お
け
る
人

事
異
動
の
不
安
」「
生
理
休
暇
は

知
っ
て
は
い
る
が
取
得
し
た
こ
と
が

な
い
（
申
請
し
に
く
い
）」
等
の

様
々
な
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
女
性

委
員
同
士
で
共
感
で
き
る
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
、
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に

常
任
部
で
も
討
論
し
、
青
年
女
性
委

員
会
全
体
で
共
有
を
図
り
、
大
衆
諸

行
動
に
お
い
て
署
長
等
会
見
や
総
務

企
画
部
長
会
見
へ
と
繋
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

分
散
会
後
は
、
場
所
を
移
し
懇
親

会
を
行
い
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
仲
間

と
声
高
ら
か
に
語
り
合
い
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

今
回
の
女
性
集
会
で
は
、
初
め
て

顔
を
合
わ
せ
る
な
ど
、
分
会
を
越
え

て
女
性
委
員
同
士
で
の
交
流
を
図
る

こ
と
が
出
来
、
と
て
も
充
実
し
た
時

間
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
継
続
し
、
さ
ら
に

女
性
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

林
野
労
組
結
成
の
際
、
当
時
青
年

女
性
委
員
で
大
会
運
営
委
員
と
し
て

参
加
し
た
以
来
の
全
国
大
会
と
な
り

ま
す
。
林
野
労
組
が
結
成
さ
れ
て
か

ら
一
般
会
計
へ
の
移
行
や
森
林
経
営

管
理
制
度
が
始
ま
る
な
ど
国
有
林
野

事
業
は
、
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
、
電
子
決
裁
シ

ス
テ
ム
の
移
行
や
人
材
シ
ス
テ
ム
の

運
用
な
ど
電
子
化
が
進
む
一
方
で
不

慣
れ
な
担
当
者
へ
の
負
担
が
か
か
る

な
ど
職
員
へ
の
労
働
過
重
の
問
題
は
、

解
決
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

全
国
大
会
で
は
、
各
地
本
の
現
状

を
把
握
す
る
と
と
も
に
諸
課
題
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
や
今
後
の
国
有

林
野
事
業
の
推
進
に
向
け
た
討
論
に

参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
役
割
が
多
様
化
し
期
待
が
大
き
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
国
民
の
期
待
に
応
え
る

た
め
の
重
要
な
職
場
状
況
は
、
業
務

量
だ
け
が
増
加
し
、
職
員
は
減
少
の

一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た

要
員
で
の
業
務
遂
行
を
行
わ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
増
額
し
て
い
る
累
積
債
務
返

済
問
題
を
は
じ
め
現
場
管
理
機
能
へ

の
不
安
な
ど
、
多
く
の
組
合
員
か
ら
、

将
来
に
対
す
る
不
安
や
不
満
の
声
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
組
合
員
の
声
を
基
に
、

足
か
ら
く
る
業
務
運
営
問
題
、
国
有

林
へ
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
を
導
入

す
る
こ
と
が
狙
い
の
規
制
緩
和
問
題
、

賃
金
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
諸
条
件

の
改
善
と
い
っ
た
、
各
種
問
題
の
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

先
の
険
し
い
課
題
に
つ
い
て
、
運
動

展
開
の
方
向
性
を
確
認
し
、
解
消
へ

向
け
更
な
る
組
織
体
制
の
強
化
が
図

れ
る
よ
う
、
本
大
会
の
討
論
に
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

古
村
健
児
（局）

出
田
正
哲

（宮崎南部）

加
藤
吉
征
（局）

中
川
秀
樹
（局）

健
全
な
要
員
関
連
課
題
の
改
善
や
労

働
条
件
諸
課
題
の
改
善
な
ど
に
向
け

た
取
り
組
み
が
前
進
す
る
よ
う
全
国

大
会
の
議
論
に
参
加
し
ま
す
。

　

国
有
林
野
事
業
の
一
般
会
計
移
行

か
ら
丸
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ

の
間
、
林
野
労
組
が
抱
え
る
課
題
に

対
し
取
組
を
進
め
る
中
に
お
い
て
、

一
部
で
成
果
は
あ
る
も
の
の
、
依
然

と
し
て
課
題
は
山
積
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
要
員
・
空
席
ポ
ス
ト
問
題
、

現
場
管
理
機
能
の
確
保
、
業
務
量
の

増
加
等
に
対
し
て
、
職
場
か
ら
は
不

安
や
不
満
の
声
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
継
続
し
た
取
組
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
諸
課
題
に
対
す
る
今
後

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

5
類
感
染
症
に
緩
和
さ
れ
、
よ
う
や

く
元
の
姿
に
戻
り
つ
つ
あ
る
現
状
で

す
が
、
近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る
健

康
被
害
や
線
状
降
水
帯
等
に
伴
う
集

中
豪
雨
に
よ
り
全
国
各
地
で
自
然
災

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
有
林
野
事
業
は
、
退
職

者
の
増
加
に
伴
う
業
務
量
の
増
加
や

要
員
問
題
に
よ
る
様
々
な
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。

　

課
題
解
消
に
向
け
、
様
々
な
取
組

の
前
進
と
な
る
よ
う
全
国
大
会
の
討

論
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
闘
い
の
方
針
確
立
や
運
動
の
前
進

を
図
る
た
め
、
全
国
大
会
の
討
論
に

参
加
し
ま
す
。

第
19
回
林
野
労
組
定
期
全
国
大
会

代
議
員
の
決
意
表
明

実態の共有と交流を深め女性活動の
さらなる前進に向けて

～2023九州地本女性集会～

たたら作り体験で交流する参加者

総勢40名が参加した女性集会

全区４名

地区１名

　

第
19
回
林
野
労
組
定
期
全
国
大
会
が
、
７
月
29
日
、
東
京
都
内
の
連
合
会
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

九
州
地
本
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
６
月
15
日
代
議
員
選
挙
を
公
示
し
ま
し
た
。

　

各
立
候
補
者
か
ら
、
決
意
表
明
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
掲
載
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
全
国
大
会
代
議
員
は
、
全
区
４
名
、
地
区
１
名
（
宮
崎
ブ
ロ
ッ
ク
）
の

計
５
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。


